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057高嶺格展「いかに考えないか？」 テクニカルスタッフとしての参加

















































































































































































































































Participating in ,”How not to think?” of 
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　4  総括
　今回の作品の根底にある大きな柱は「人間関係とテクノロジー
の介入」である。高嶺格展「いかに考えないか？」はこの関係の
縮図を大胆に表現した作品であり、現代のコミュニケーションの
在り方について筆者も含め改めて考え直した。現代では一般的
となったデジタル技術によって出来上がった携帯電話やインター
ネットを介した通信コミュニケーションのある生活は、つい10数年
前まで、これほどまでに普及するとは一般的に考えられていな
かっただろう。もちろんこれらは「電話」というリアルタイムに相手
に何かを伝える手段が生まれてから現代に至るまで、当たり前の
ように生活に入り込んだ現状があり、現代でも直接実際に会うコ
ミュニケーションは当たり前だが、これらのメディアの普及により、
遠近関係なく、個人と「その向こう側」の相手をリアルタイムに結
ぶという1枚の隔たりのある人間関係も一般的になってきている
が、その関係は規律が整っていないふわふわとした状態が続い
ている。40年以上継続する七ツ寺共同スタジオという古めかしき
会場も作品の一部となっており、Wi-Fi通信やデジタル機器など
2000年以降に発達した技術を会場中に駆け巡らせるようにふん
だんに取り入れたことにより、過去と現代との懸隔を感じさせ、現
代から見た過去のコミュニケーションはどんなものだっただろう？
と回帰想像させ、また現代のコミュニケーションの在り方とは何
か？と考えること自体もこの作品の一部になっている。高嶺格氏
の会場や関わる方々の潜在能力を引き出す能力に、直に触れる
ことが出来、僭越ながら光栄に感じる。
　筆者はテクニカルスタッフとして作品の全般に関わったが、高
嶺氏の具体的なイメージを理解し取り入れ技術的にそれを表現
することが主な役割であった。しかし、テクニカルスタッフとは単に
技術的に優れていて様々なことを再現出来るだけでは無く、要
望する作家が何を求めていて、それをどう表現したら良いかとい
うところまで踏み込み、最良の方法を模索するため、アイディアを
捻り出し、作家との協議の上で決定する役割である、ということを
何事も受け入れていただける作家と触れ合うことで、身を持って
体験させていただいた。
　謝辞
　技術的に高い壁に遭遇することもあったが、それを越境するこ
とが結果的に人々とのコミュニケーションのツールや手段になっ
た。その様子をきちんと把握され、とても人間的な思考の持ち主
である高嶺格氏の広く開いた精神により、技術的にも人間的にも
筆者を大きく前進させていただいたことに多大なる感謝の意を述
べる。また、七ツ寺共同スタジオの代表である二村利之氏には精
神的に大きく支えられ自由に制作に専念させていただくことが出
来た。今回の作品に係わるきっかけを提供していただいた企画
協力者の高橋綾子氏とコーディネーターの大島寛之氏には心か
ら感謝を差し上げたい。陰ながら応援をくださった名古屋学芸大
学メディア造形学部佐近田展康准教授を始め、技術的にサポー
トをいただいた松本祐一氏、七ツ寺共同スタジオスタッフ、あいち
トリエンナーレ2010に係わる方々へこの文章を書くことが出来た
ことを末筆ながら厚く御礼申し上げます。
